
たいようくいみ /路(大)輛

ォガえ
カ

朝ヵヽらあヽ 1ヽ・くの昴 の人そ12Lと、ヽり・もあ:ル歓りヽい

ノ系_f爆 )`霞 (が み`ぎ('2二者しば巧
^じ

スiCtttaしています°
,         v                                               ′

/卜、0ぼ ィ包
“
IA″多2彪Lの 口 /今flのじ塀尋電ltfttYtaじく

なっ」.美奪錫欲で在tオ しfく 。一方滅イぱ(拗準づ守

の導留31強め ぉ多排しイもなで̀リ
ン久tまれて 0埼マ

影梁くハ琢イ)ざ u■ ャノ孝乙も万柔ィもイ並219/ベ エチ|つザtサ

弓ぎもヱのィ縮蓮て矢ィ恋します。

た、、よう彼のイろt3ヽま いろ、ヽろなづ看約が、ヽまず力い
―             ノ

リン勿9てヽ`F卜・ヂ` 疇ブL(ひル五カ
‐ルタtγ・)が死

んだしょぃましに_″ みとィやキ＼＼るヽヽろ僣ぢ多物のせねl引ぼつ

て 1シゎン.ャ、t、、ゴ δ.ンの下ャッL.フ面乙l針毬髭証/Kめ ンヽでしつ知 手づ

そ多tげてスのィιんでしまのF｀大ンア
l」

tどわし¢ら`｀``αゲ容

ゼジ峯て″∠し移昨。獅傷′′マイ)▼ど咋。

メラ係ヾうやス″4)イが,乃口t潮く滋び」話たに
ず.

ヽ


